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＊1 保険・サービス収益の合計値は、連結損益計算書における保険料等収入およびその他経常収益の合計
＊2 保険料等収入の合計値は、日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、ニッセイプラス少額短期保険、レゾリューションライフ、Acendaグループ、米国日本生命を対象に算出 2

 

前年同期比＋24.9%

保険・サービス収益

基礎利益

2兆8,485億円
（うち保険料等収入 2兆6,926億円）

2,608億円

新契約年換算保険料

保有年換算保険料

1,302億円

5兆146億円

日本生命の増加およびレゾリューションライフの
完全子会社化により、増収
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前年同期比＋24.7%

前年同期比▲4.4%

前年度末比＋0.4%

日本生命、ニッセイ・ウェルス生命および
大樹生命の増加により、増益

日本生命および大樹生命で増加となるも、
ニッセイ・ウェルス生命の減少により、減少

日本生命で減少となるも、ニッセイ・ウェルス生命
の増加により、横ばい

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

① 決算のポイント
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17,053

22,186

4,341

4,739

1,406

1,559

25年/4-6月 26年/4-6月

2026年
4-6月 前年同期比

保険・サービス収益 28,485 ＋24.9%

保険料等収入 26,926 ＋25.9%

保険料 22,186 ＋30.1%

再保険収入 4,739 ＋9.2%

日本生命 14,725 ＋32.0%

大樹生命 1,650 ＋0.5%

ニッセイ・ウェルス生命 7,328 ▲4.6%

はなさく生命 306 ＋27.7%

レゾリューションライフ 1,467 -

Acendaグループ 1,291 -

その他経常収益 1,559 ＋10.9%

ニチイHD 800 ＋3.5%

＋24.9%

再保険収入保険料再保険収入保険料
その他経常収益 その他経常収益

22,800

＊1 レゾリューションライフは、 2025年11月より取り込み開始のため増減率の算出なし
＊2 Acendaグループ：2025年10月末のオセアニア事業統合における会社再編を踏まえ形成された持株会社傘下に、豪州日本生命（旧：MLC）、豪州・NZレゾリューション、アステロンNZを保有するグループ
＊3 Acendaグループは、2025年11月より取り込み開始のため増減率の算出なし
※ 豪州日本生命におけるAASB第17号に係る保険サービス費用等について、従来は「その他保険金等支払金」に含めて計上していたものの、重要性を踏まえ、当年度より「責任準備金等繰入額」等の各勘定科目

へ組替えるとともに、前年度については遡及修正後の数値を使用
※ 【会社名称】 ニチイHD：ニチイホールディングス（以下、ニチイHD）

28,485
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（単位：億円）
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【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

② 保険・サービス収益
１



+66
+2,229

22,800 

+3,568 +7
▲ 349

+162 28,485 

25年/4-6月 日本生命 大樹生命 ニッセイ・
ウェルス生命

はなさく生命 海外保険 その他 26年/4-6月

・一時払終身保険の販売増  ＋ 2,283億円
・団体年金保険の増加       ＋ 1,817億円 

4

※ Acendaグループの前年度数値は、豪州日本生命の実績
※ その他は、ニッセイプラス少額短期保険の保険・サービス収益を含んだ数値

・一時払商品の販売減 ▲ 692億円
・再保険収入の増加  ＋ 338億円

（単位：億円）

・レゾリューションライフの取り込み ＋ 1,467億円
・Acendaグループの取り込み拡大 ＋ 745億円

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

② 保険・サービス収益
１

・外貨建一時払商品の販売増  + 320億円
・再保険収入の減少 ▲ 277億円

・保有契約の増加  ＋ 49億円
・再保険収入の増加  ＋ 16億円

保険料等収入 その他
経常収益等



2,091

2,608

25年/4-6月 26年/4-6月

2026年
4-6月 前年同期比

基礎利益 2,608 ＋24.7%

利差益 1,349 ＋53.9%

保険関係損益 1,023 ＋13.8%

日本生命 2,114 ＋28.8%

大樹生命 95 ＋161.1%

ニッセイ・ウェルス生命 211 ＋77.4%

はなさく生命 ▲48 ▲139.2%

レゾリューションライフ 178 -

▲74 -

242 ▲9.7%

ニチイHD 21 ＋13.7%

Acendaグループ

コアブリッジ

※ 合計値は日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命の基礎利益、海外保険子会社・関連会社、および国内外のアセットマネジメント事業子会社・関連会社、ライフサポート・ヘルスケア事業子会社・
関連会社の税引前純利益に、持分比率を乗じ、金利変動要因の除外、一部の内部取引調整等を行い算出

※ 利差益および保険関係損益は国内生命保険の合計
※ 子会社の数値は、対象年度当時の持分比率に基づいて算出
※ 日本生命の海外事業関連費用および資産運用関連費用の一部については事業費およびその他経常費用に計上していたものの、当年度より資産運用費用に計上しており、前年度の利差益および保険関係損益に

ついては遡及修正後の数値を使用
※ 【会社名称】 コアブリッジ：コアブリッジ・ファイナンシャル
＊1 レゾリューションライフは、2025年10月に持分比率が変動したため増減率の算出なし
＊2 Acendaグループは、 2025年11月より取り込み開始のため増減率の算出なし
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*1

＋24.7%

（単位：億円）

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

③ 基礎利益
１



+473 +58 +92
▲ 27 ▲ 17

+26 +0
▲ 88

2,091 

2,608 

25年/4-6月 日本生命 大樹生命 ニッセイ・
ウェルス生命

はなさく生命 海外保険 アセット
マネジメント

ライフサポート・
ヘルスケア

その他
(配当消去)

26年/4-6月

6

※ レゾリューションライフの前年度数値は、完全子会社化前の持分比率に基づいた実績
※ Acendaグループの前年度数値は、豪州日本生命の実績

（単位：億円）・利差益の増加
（利息及び配当金等収入の増加等）  ＋ 358億円

・保険関係損益の増加
（標準責任準備金積増負担の減少等）+ 114億円

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

③ 基礎利益
１

・利差損の改善
（ヘッジコストの減少等）＋ 49億円

・ニチイHD ＋ 2億円

・保険関係損益の減少
（再保険の償却負担の増加等）▲ 27億円

・利差益の増加
（資産規模拡大等） ＋ 64億円

・レゾリューションライフ ＋ 188億円
・Acendaグループ ▲ 111億円

・ニッセイアセット ＋ 12億円
・NAMインディア + 16億円



※ 内部モデルESRは、当社の内部モデルにて算出している、リスク量に対する資本（リスクバッファー）の十分性を経済価値ベースで測る健全性指標。
※ ソルベンシー・マージン比率（告示等に則り算出するESR。以下「規制ESR」 ）は、連結：195%、単体：206%と、監督介入水準である100%を上回る水準を確保。
※ 26年/6月末の規制ESR・内部モデルESRは、簡便的に算出。 7

25年度末

新契約獲得
・劣後債償還

+0pt 経済環境の
変動等
▲5pt

195%
190%

22.6兆円
11.9兆円

21.0兆円
10.8兆円

26年/6月末

資金配分に伴う変動
+0pt

766 

1,213 

25年/4-6月 26年/4-6月

新契約価値

＋58.4％

（単位：億円）
内部モデルESR

リスクバッファー
（分子）

リスク量
（分母）

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

④ ESR・新契約価値
１

 内部モデルESRは、金利上昇等の影響により、前年度末比で減少。

 新契約価値は、日本生命の一時払終身保険および団体年金保険の販売増加等により、
前年同期比で増加。



 経常利益は、前年同期比で減少。

 四半期純剰余は、前年同期比で減少。

貸借対照表損益計算書

（単位：億円）

 総資産・負債は、前年度末比で増加。

 純資産は、前年度末比で増加。

＊ 当年度と比較対象年度の数値が異符号のため、増減率算出不可。前年同期からの増減額を()にて記載
※ 四半期純剰余（利益）は、連結損益計算書における「親会社に帰属する四半期純剰余」の額を記載
※ 資産運用関連費用の一部については事業費およびその他経常費用に計上していたものの、当年度より資産運用費用に計上しており、前年同期の資産運用費用については遡及修正後の数値を使用。

また、豪州日本生命におけるAASB第17号に係る保険サービス費用等について、従来は「その他保険金等支払金」に含めて計上していたものの、重要性を踏まえ、当年度より「責任準備金等繰入額」
等の各勘定科目へ組替えるとともに、前年度については遡及修正後の数値を使用

（単位：億円）

8

*

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

⑤ 損益計算書・貸借対照表
１

2026年
4-6月 前年同期比

経常収益 39,458 ＋32.7%

保険料等収入 26,926 ＋25.9%

資産運用収益 10,972 ＋58.3%

経常費用 39,591 ＋35.2%

保険金等支払金 23,914 ＋38.3%

責任準備金等繰入額 5,689 ＋78.3%

資産運用費用 5,579 ＋13.3%

事業費 3,559 ＋23.0%

経常利益 ▲ 133 (▲579億円)

特別損益 1,100 ＋38.1%

四半期純剰余（利益） 914 ▲13.9%

2026年
6月末 前年度末比

総資産 1,212,798 ＋2.0%

有価証券 941,783 ＋2.8%

貸付金 95,056 ▲0.9%

有形固定資産 20,010 ▲0.2%

負債 1,089,095 ＋1.2%

保険契約準備金 920,997 ＋1.2%

　責任準備金 897,387 ＋0.9%

価格変動準備金 12,100 ▲8.3%

純資産 123,702 ＋10.4%



20,720 
24,014 

25年/4-6月 26年/4-6月

 日本生命の一時払終身保険および団体年金保険の増加を主因に、増収。

＊ 日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、ニッセイプラス少額短期保険の合計値
※ 日本生命の営業職員による大樹生命商品の販売および大樹生命の営業職員による日本生命商品の

販売について、前年度までは「代理店チャネル」に計上していたものの、当年度より「営業職員チャネル」に
計上しており、前年度の営業職員チャネルおよび代理店チャネルについては遡及修正後の数値を使用

（単位：億円）保険料等収入（国内計）*

9

+15.9%

国内生命保険事業グループ概況

① 保険料等収入
2 【参考】グループ各社の概況

2026年
4-6月 前年同期比

保険料等収入（国内計） 24,014 ＋15.9%

個人保険・個人年金保険 14,564 ＋10.7%

営業職員チャネル 10,004 ＋29.3%

代理店チャネル 1,251 ＋11.9%

金融機関窓販チャネル 3,307 ▲23.0%

団体保険 830 ▲1.0%

団体年金保険 4,195 ＋75.8%



（単位：億円、万件）個人保険・個人年金保険

 個人保険・個人年金保険における新契約の年換算保険料・件数は減少。

＊ 死亡・生前給付を保障する商品および医療系商品を「主要保障性商品」として定義（終身保険や長期定期保険等は除く）、件数は概算
※ 日本生命の営業職員による大樹生命商品の販売および大樹生命の営業職員による日本生命商品の販売について、前年度までは「代理店チャネル」に計上していたものの、

当年度より「営業職員チャネル」に計上しており、前年度の営業職員チャネルおよび代理店チャネルについては遡及修正後の数値を使用 10

国内生命保険事業グループ概況

② 新契約
2 【参考】グループ各社の概況

年換算保険料 件数

2026年
4-6月 前年同期比 2026年

4-6月 前年同期比

国内計 1,302 ▲4.4% 89 ▲16.2%

主要保障性商品* 149 ▲10.6% 65 ▲20.2%

営業職員チャネル 626 ＋28.4% 79 ▲15.8%

代理店チャネル 159 ▲8.1% 7 ▲12.0%

金融機関窓販チャネル 516 ▲26.1% 3 ▲28.1%

日本生命 634 ＋17.4% 76 ▲17.6%

大樹生命 96 ＋23.9% 3 ＋27.5%

ニッセイ・ウェルス生命 517 ▲23.7% 3 ▲20.4%

はなさく生命 53 ▲17.0% 6 ▲13.6%



 個人保険・個人年金保険における保有契約の年換算保険料・件数は横ばい。

 団体保険は横ばい、団体年金保険は増加。

個人保険・個人年金保険

団体保険・団体年金保険

※ その他の内訳は、
ニッセイ・ウェルス生命（約12億円）、
ニッセイアセットマネジメントの投資顧問残高（約5兆5,146億円）、
確定拠出年金の投資信託（日本生命販社分 約1兆8,485億円）

＊ 死亡・生前給付を保障する商品および医療系商品を
「主要保障性商品」として定義（終身保険や
長期定期保険等は除く）、件数は概算

11

（単位：億円、万件）

国内生命保険事業グループ概況

③ 保有契約
2 【参考】グループ各社の概況

年換算保険料

2026年
6月末 前年度末比 2026年

6月末 前年度末比

国内計 50,146 ＋0.4% 3,819 ▲0.2%

主要保障性商品* 12,689 ▲0.5% 2,481 ▲0.3%

日本生命 36,804 ▲0.3% 3,392 ▲0.5%

大樹生命 5,210 ＋0.1% 245 ▲0.2%

ニッセイ・ウェルス生命 7,419 ＋3.8% 79 ＋3.6%

はなさく生命 712 ＋6.1% 101 ＋4.7%

件数

2026年
6月末 前年度末比 2026年

6月末 前年度末比

国内計 1,067,159 ＋0.3% 217,462 ＋4.6%

日本生命 958,763 ＋0.3% 138,772 ＋1.5%

大樹生命 108,396 ＋0.8% 5,044 ▲0.8%

その他 ー ー 73,644 ＋11.4%

団体保険
（保障額等）

団体年金保険
（受託資産等）



【参考】
グループ各社の概況



11,157
14,725

25年/4-6月 26年/4-6月

保険料等収入

1,641
2,114

25年/4-6月 26年/4-6月

基礎利益

 日本生命単体は、前年同期比で増収・増益。

 保険料等収入は、一時払終身保険および
団体年金保険の増加を主因に、増収。

 基礎利益は、利息及び配当金等収入の増加
を主因に、増益。

+28.8%

（単位：億円）

+32.0%
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【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

日本生命（単体）：収支

2026年
4-6月 前年同期比

基礎利益 2,114 ＋28.8%
利差益 1,146 ＋45.5%
保険関係損益* 967 ＋13.5%

＊ 費差益と危険差益の合計
※ 海外事業関連費用および資産運用関連費用の一部については事業費およびその他経常費用に計上していたものの、

当年度より資産運用費用に計上しており、前年度の利差益および保険関係損益については遡及修正後の数値を使用



 資産運用収支は、前年同期比で増加。

 資産運用収益は、利息及び配当金等収入の増加
を主因に、増加。

 資産運用費用は、有価証券評価損の増加
を主因に、増加。

資産運用収支（一般勘定）

マーケット状況

（単位：億円）

国内生命保険事業グループ概況

日本生命（単体）：資産運用
【参考】グループ各社の概況

2026年
4-6月 前年同期比

資産運用収益 5,949 ＋572

利息及び配当金等収入 4,361 ＋491

有価証券売却益 1,337 ▲167

為替差益 240 ＋240

資産運用費用 3,840 ＋529

有価証券売却損 2,231 ＋258

有価証券評価損 600 ＋592

金融派生商品費用 521 ▲333

資産運用収支 2,109 ＋43

※ 海外事業関連費用および資産運用関連費用の一部については事業費および
その他経常費用に計上していたものの、当年度より資産運用費用に計上して
おり、前年度の資産運用費用については遡及修正後の数値を使用

14

（単位：％） （単位：円） （単位：円）（単位：pt）（単位：％）



79,173

84,379

76,391
74,483 73,914

22年度 23年度 24年度 25年度 26年/6月末

自己資本 有価証券 含み損益

（単位：億円）

※ 市場価格のない株式等および組合等は除いて算出

（単位：億円）

15

 自己資本は、劣後特約付債務の償還を主因に、前年度末比で減少。

 有価証券の含み損益は、内外株式の含み益の増加を主因に、前年度末比で増加。

国内生命保険事業グループ概況

日本生命（単体）：自己資本・有価証券含み損益
【参考】グループ各社の概況

2026年
6月末 前年度末比

有価証券 109,932 ＋20,226

公社債 ▲62,832 ▲5,542

国内株式 121,742 ＋14,078

外国証券 50,737 ＋10,858

その他 285 ＋831



42

111

25年/4-6月 26年/4-6月

基礎利益

432
154

25年/4-6月 26年/4-6月

保険料等収入

 前年同期比で増収・増益。

 保険料等収入は、外貨建一時払商品の
販売増を主因に、増収。

 基礎利益は、為替ヘッジコストの減少および
内外株投信の増配等による利差損益の
改善等により、増益。

+161.1％

+0.5％

（単位：億円）

16＊ 費差益と危険差益の合計
※ 単体の数値を記載

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

大樹生命

保険料 再保険収入再保険収入保険料

1,643 1,650

2026年
4-6月 前年同期比

基礎利益 111 ＋161.1%
利差益 ▲ 10 ＋84.9%
保険関係損益* 122 ＋10.3%

1,4961,211



119

211

25年/4-6月 26年/4-6月

基礎利益

3,674 4,013

25年/4-6月 26年/4-6月

保険料等収入 （単位：億円）

17

+77.4％

▲4.6％

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

ニッセイ・ウェルス生命

 前年同期比で減収・増益。

 保険料等収入は、一時払商品の販売減
を主因に、減収。

 基礎利益は、資産規模拡大に伴う利差益増や、
標準責任準備金の積増負担の軽減による
危険差益の改善により、増益。

＊1 費差益と危険差益の合計
＊2 当年度と比較対象年度の数値が異符号のため、増減率算出不可。前年同期からの増加額を()にて記載
※ 単体の数値を記載

保険料 再保険収入再保険収入保険料

7,678 7,328

2026年
4-6月 前年同期比

基礎利益 211 ＋77.4%
利差益 211 ＋44.5%
保険関係損益 0 (+27億円)*1 *2

3,3154,003



▲ 20

▲ 48

25年/4-6月 26年/4-6月

基礎利益

113
129

25年/4-6月 26年/4-6月

保険料等収入 （単位：億円）

18

▲139.2％

+27.7％

＊ 費差益と危険差益の合計
※ 単体の数値を記載

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

はなさく生命

 前年同期比で増収・減益。

 保険料等収入は、保有契約増加および再保険収入
増加を主因に、増収。

 基礎利益は、再保険の償却負担増加および、
代理店手数料等の事業費増加を主因に、減益。

保険料 再保険収入再保険収入保険料

239
306

2026年
4-6月 前年同期比

基礎利益 ▲ 48 ▲139.2%
利差益 1 ＋1.4%
保険関係損益* ▲ 49 ▲132.5%

176126



22

114

25年/1-3月 26年/1-3月

基礎利益

930
1,043

25年/1-3月 26年/1-3月

保険料等収入
(現地財務諸表ベース) 前年同期比で増収・増益。

 保険料等収入は、既契約からの収入増加に
加え、新規案件獲得が寄与し、増収。

 基礎利益は、新規案件からの収益寄与や
既契約の解約減少等により、増益。

（単位：百万米ドル）

19

※ 2026年度の会社形態（豪州・NZレゾリューション除き）ベースで比較
※ 単体の数値を記載
※ 当ページに記載の保険料等収入は、当社連結決算上取り込んでいるレゾリューションライフの保険料等収入の定義とは異なる
※ 当ページに記載の2026年度数値は、2025年度数値の定義とは異なる

（2026年度数値は、2025年10月末の日本生命によるレゾリューションライフの完全子会社化に伴う買収会計の適用および米国における生命保険会計基準の変更(LDTI)を反映）

+12.1％

+418.2％

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

レゾリューションライフ



57

▲ 68

25年/1-3月 26年/1-3月

基礎利益

1,283
1,184

25年/1-3月 26年/1-3月

保険料等収入 （単位：百万豪ドル）

20
※ 2026年度の会社形態（持株会社傘下に豪州日本生命、豪州・NZレゾリューション、アステロンNZを保有するAcendaグループ）ベースで比較
※ 単体の数値を記載
＊ 当年度と比較対象年度の数値が異符号のため、増減率算出不可

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

Acendaグループ

 前年同期比で減収・減益。

 保険料等収入は、新契約保険料の減少
を主因に、減収。

 基礎利益は、 資産運用環境の悪化に伴う
運用資産の時価下落を主因に、
事業統合に伴うコスト、支払の対想定上振れ
もあり、減益。

▲7.7％

減益 *



771 797

25年/4-6月 26年/4-6月

売上高

18
21

25年/4-6月 26年/4-6月

税引前純利益 

 前年同期比で増収・増益。

 売上高は、介護・保育領域の主要2事業で増収。

 税引前純利益は、営業利益の増加および
物価高騰対策補助金の受領等により、増益。

+3.3%

※ ニチイHD連結財務諸表の数値を記載

+13.7%

21

（単位：億円）

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

ニチイHD

2026-1350G，広報部


